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受賞者・交付者からのお便り

　平成23年度（第43回）研究助成金交付者67名による研究報告会（平成24年10月20日開催）に
おいて行われた成果発表（3名欠席のため64演題）の中から、特に優れた報告を行った研究者
2名に最優秀理事長賞を、若手研究者1名に竹中奨励賞が授与されました。その受賞者全員から
ご寄稿を頂きました。また、海外留学補助金交付者につきましても10名全員からお便りとお写
真を頂戴することができました。一方、研究助成金交付者は全員で84名ですが、紙面の関係で、
研究テーマ、所属研究機関、所在地、性別など多様性を考慮して選定した20数名の候補者にご
寄稿をお願いしましたところ、以下に掲載しました21名の方からお便りとお写真を頂戴するこ
とができました。この場をお借りして感謝申し上げます。

最優秀理事長賞（五十音順・敬称略・現所属）
 国嶋 崇隆 金沢大学 医薬保健研究域薬学系 生物有機化学研究室　教授
 華山 力成 大阪大学 免疫学フロンティア研究センター 免疫ネットワーク研究室　准教授
  （交付時：京都大学大学院 医学研究科 医化学教室　助教）

竹中奨励賞（敬称略・現所属）平成24年度からスタートした新たな賞です
 伊原 伸治 国立遺伝学研究所 構造遺伝学研究センター 多細胞構築研究室　助教

研究助成金（五十音順・敬称略・現所属）
 伊東 史子 東京薬科大学 生命科学部 心血管医科学研究室　准教授
 今城 健人 横浜市立大学大学院 医学研究科 分子消化管内科学　助教
  （交付時：指導診療医）

 海川 正人 琉球大学大学院 医学研究科 医化学講座　准教授
 岡野 純子 滋賀医科大学 解剖学講座 生体機能形態学部門　准教授
 堅田 明子 九州大学大学院 医学研究院 応用幹細胞医科学講座 基盤幹細胞学分野　助教
  （交付時：奈良先端科学技術大学院大学 バイオサイエンス研究科 分子神経分化制御研究室　助教）

 鹿野 理子 東北大学大学院 医学系研究科 行動医学分野　助教
 河村 和弘 聖マリアンナ医科大学 産婦人科　准教授
 久原 篤 甲南大学 理工学部 生物学科 生体調節学　准教授
  （交付時：講師）

 杉浦 至郎 あいち小児保健医療総合センター アレルギー科　レジデント
  （交付時：豊橋市民病院 小児科　医長）
  （研究先：京都大学大学院 医学研究科 社会健康医学系専攻 医療経済学分野　研究生）

 滝田 良 東京大学大学院 薬学系研究科 基礎有機化学教室　講師
 田口 久美子 星薬科大学 医薬品化学研究所 機能形態学研究室　助教
  （交付時：富山大学大学院 医学薬学研究部 分子医科薬理学講座　助教）

 田中 敬 京都大学大学院 医学研究科 遺伝医学講座 分子遺伝学研究分野　助教
 冨川 順子 国立成育医療研究センター研究所 周産期病態研究部　研究員
 羽田 沙緒里 北海道大学大学院 薬学研究院 神経科学研究室　助教
 濱崎 万穂 大阪大学大学院 医学系研究科 遺伝学教室　助教
 林 久允 東京大学大学院 薬学系研究科 分子薬物動態学教室　助教
 三室 仁美 東京大学 医科学研究所 感染症国際研究センター 感染制御系 細菌学分野　准教授
 向 高弘 神戸薬科大学 薬学部 薬品物理化学研究室　教授
 村上 英樹 金沢大学 医薬保健学域 機能再建学 （整形外科学）　准教授
 吉田 清嗣 東京慈恵会医科大学 医学部 生化学講座　教授
 脇本 敏幸 東京大学大学院 薬学系研究科 天然物化学教室　准教授
  （交付時：講師）

平成24年度最優秀理事長賞・竹中奨励賞受賞者、
研究助成金・海外留学補助金交付者からのお便りⅡ
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受賞者・交付者からのお便り

海外留学補助金（五十音順・敬称略・申請時所属）
 大平 洋 北海道大学大学院 医学研究科 内科学講座 呼吸器内科学分野
  留学先：University of Ottawa Heart Institute, Quebec, Canada
 鬼塚 岳志 済生会 宇都宮病院 循環器科
  留学先：University of Southern California, California, USA
 小玉 尚宏 大阪大学大学院 医学系研究科 消化器内科学講座
  留学先：The Methodist Hospital Research Institute, Texas, USA
 櫻井 俊宏 北海道大学大学院 保健科学院
  留学先：National Institute of Health, Maryland, USA
 白石 裕士 佐賀大学 医学部 分子生命科学講座 分子医化学分野
  留学先：Institute of Molecular Biotechnology, Vienna, Austria
 新藤 悠子 慶應義塾大学 医学部 リハビリテーション医学教室
  留学先：Copenhagen University Hospital Hvidovre, Hvidovre, Denmark
 高橋 悠太 筑波大学 生命領域学際研究センター
  留学先：Salk Institute, California, USA
 根本 泰宏 東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科 消化器病態学
  留学先：Harvard Medical School, Massachusetts, USA
 藤村 篤史 岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 細胞生理学教室
  留学先： University of Padua, Italy
 山橋 幸恵 東京大学大学院 医学系研究科 病因・病理学専攻 微生物学専攻
  留学先： University of Wisconsin-Madison, Wisconsin, USA
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最優秀理事長賞受賞者からのお便り

助成制度のますますの発展を
国嶋　崇隆
金沢大学　医薬保健研究域薬学系　生物有機化学研究室　　教授

昨今、研究助成金も年齢制限なるものに阻
まれることが多く、別の意味で歳を重ねるこ
との重みを実感しています。予算も人も削減
一辺倒の地方大学で、新たにゼロから研究室
を立ち上げるには、資金面の苦労はなかなか
大変です。金沢へ来て3年が経ち、色々と困っ
ていた時にこの病態代謝研究会の助成金に採
択していただきました。お陰さまでその後、
良いスタッフに恵まれ、研究室も人が増えよ
うやく軌道に乗ってきました（写真）。
研究提案が優れていれば、年齢を制限せず、

研究環境に恵まれない研究者を支援する貴財
団の趣旨は素晴らしいと思います。また対象
となる研究分野が幅広く、しかも何度でも申
請できる点も大きな魅力です。難点は…多分
競争率が高いことでしょう（これは仕方がな
い）。1年間の研究終了後に受領者一同が会した
研究報告会も有意義な企画で、交流会では色々
な方とお話する機会を得ることができました。
予期せぬ最優秀理事長賞受賞の朗報を受け

たのはその報告会から数週間後でした。しか

も有機化学者の受賞は初めてと伺い二重の喜
びでした。私の課題はケミカルバイオロジー
における新技術の開発ですが、境界領域の研
究は、化学、生物どちらの領域からも理解さ
れないこともしばしばで、今回、高く評価し
ていただいた選考委員の先生方には心より感
謝申し上げます。
受賞の前から、財団の方と何度か事務的な
連絡をさせていただいたのですが、お受け取
りする回答は事務的ではなく、いつも「心の
こもった手紙」のように感じました。財団の
皆さまが研究者を心から支援して下さってい
る想いの現れだと存じます。別に賞を頂いた
からリップサービスという訳ではなく、おそ
らく多くの研究者が同じように感じていると
思います。
私の要望は、もちろん貴財団のますますの
発展と助成件数や規模の拡大ですが、それ以
上に、研究者を支援して下さる「温かい心」
をこれからも変わらず保ち続けていただくこ
とです。

研究テーマ：薬物標的となる未知タンパク質の高感度検出法の開発

研究室の皆でバレーボールを楽しんだ後。前列中央が私です。
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最優秀理事長賞受賞者からのお便り

この度は、貴財団の研究助成に採択頂いたば
かりでなく、最優秀理事長賞にも選出頂き、誠
にありがとうございました。研究室の立ち上げ
で財政的に苦しい時に御支援頂きましたこと、
心より感謝いたしております。
私はこれまで京都大学の長田重一先生のもと

でマクロファージによるアポトーシス細胞の貪
食機構について研究してきました。幸運にも1年
半程前に、大阪大学で准教授として独立する機
会を与えて頂きました。独立といっても私と技
官のみの弱小ラボで、これからどうすれば良い
のか大変悩みました。特に私のような駆け出し
の研究者にとって、どのような研究テーマを選
べば良いのかは、非常に重要な問題です。その
ような折、岸本忠三先生に着任の御挨拶に伺っ
たところ、先生は一言、「アポトーシスの研究は
続けてはならない。」と仰いました。偉大なボス
の土俵の中で同じようなことを続けるのではな
く、自分自身の新たな研究分野を開拓せよとい
う意味を込めた言葉に目が覚めました。貴財団
から研究助成採択の知らせを頂いたのは、まさ
にこの時期です。
申請書には、これまでの研究で既に同定して

いた分子の機能解析について記載しておりまし
たが、助成金に採択されるまでに、この分子は
アポトーシス細胞の貪食には関与しないことが
明らかとなっていました。通常ならば、ここで
プロジェクトが終了なのですが、むしろ新たな
研究分野に移行できるチャンスではないかと思
い直し、この分子本来の生理機能を明らかにし
ようと考えました。幸いこの一年間で、この分
子はマクロファージによるリソソーム酵素の開
口放出を制御する分子であることを明らかにで
きました。今後は、放出されたリソソーム酵素が、
炎症や免疫病の発症にどのように関与している
のかを研究してゆきたいと考えております。
このように本来の目的から逸脱した研究に対
して、評価をして頂いた選考委員会の先生方に
大変感謝を致しております。新しく始めた研究
が良い方向に進んでいるのかは、自分自身で客
観的に判断するのは難しく常に不安でありまし
たが、とても大きな励みとなりました。また、
大阪までお越し下さり賞を届けて頂いた石井康
雄様、石川弘様、並びに山下道雄様に厚く御礼
を申し上げます。貴財団の益々の御発展を心よ
り祈念致しております。

研究テーマ：食細胞による死細胞除去のシグナル伝達機構の解明

現在のラボメンバー
（右から3人目が筆者）

新たなブレイクスルーを目指して
華山　力成
大阪大学　免疫学フロンティア研究センター　免疫ネットワーク研究室　　准教授
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竹中奨励賞受賞者からのお便り

この度は23年度の研究助成、さらに第一回
竹中奨励賞まで頂き、心から感謝しておりま
す。また石井康雄評議員会長、竹中登一前代
表取締役会長には、お忙しい中、会談の時間
を設けて頂きまして本当にありがとうござい
ました。
私は2003年から線虫C. elegansを用いて細胞
移動・浸潤の研究を行なっています。細胞浸潤
に関する研究は、細胞がどのように移動・浸
潤能を獲得するのか？そして障壁となってい
る基底膜をどうやって破るのか？この過程に
焦点を絞った研究が主流です。私も米国Duke
大学で研究を始めた当初は、浸潤能の獲得機
構を明らかにしたいと考えていましたが、そ
のプロジェクトにはすでに先行者がいました。
そこで誰も研究していない事をしてみようと
思い、しばらく可視化基底膜と浸潤細胞を朝
から晩まで観察していました。
そうすると、しばらくして面白い事に気づ

きました。浸潤時に、細胞は基底膜を破って穴
を開けます。その穴の大きさが見事な調和を
もって制御されているのです。そこで穴の大
きさがどうやって決まるのか？その解明を研
究テーマにしました。基底膜の穴は、組織の
恒常性や気密性を保つためにそのサイズが厳

密に制御されていますが、これまでに誰も研
究を行なっていないことも幸運でした。基底
膜の穴の大きさ、その記述自体が始めてなの
で、好き放題な仮説も作れるし、先行研究が
ないので自分のデータが全て標準となります。
もちろん、本当に正しいのか？また科学的に
意味をなす研究なのか？その悩みは常に有り
ましたが、あんなに楽しく研究をしたことは、
始めての経験でした（Nat. Cell Biol., 2011）。
帰国して、穴の大きさや基底膜の制御機構
を遺伝学的に解析してみたいと思い、本研究
助成金に応募いたしました。幸いにも採択さ
れ、スクリーニングを行い、様々な変異体を
得ることができました。帰国後の自由になる
研究費が本当になかった時期でしたので、ス
クリーニングという博打的な研究提案を採択
頂き、本当に感謝しております。変異体の責
任遺伝子も順調に決まり、その一つは、ヒト
の遺伝病で報告されている遺伝子と同一であ
ることがわかり、遺伝病の分子メカニズムに
迫ることを期待しています。
最後になりますが、ご選考いただきました
諸先生にお礼申し上げるとともに、アステラ
ス病態代謝研究会の益々のご発展を心よりお
祈り申し上げます。

研究テーマ：基底膜の穴のサイズに破綻をきたした変異体の確立

研究室に訪問されたジョン・サルスト
ン博士とラボメンバー
（後列右から二番目が筆者です。）

新しい研究を始める偶然と幸運
伊原　伸治
国立遺伝学研究所　構造遺伝学研究センター　多細胞構築研究室　　助教
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研究助成金交付者からのお便り

栄誉あるアステラス病態代謝研究会の研究
助成に採択いただき、ありがとうございます。
私は東日本大震災の直後、現職である東京

薬科大学生命科学部に転出いたしました。前
任の筑波大学において被災したため、機器や
貴重なサンプルなどに被害を受け、ゼロから
ではなくマイナスからのスタートでした。幸
運なことに貴重なマウスたちへの被害はな
く、マウスとともに無事に転出できたことは
不幸中の幸いだったと思います。
私の研究は、遺伝子改変マウスを用いた

TGF-βシグナルの役割解明です。なかでも
血管に注目して研究しています。TGF-βは
様々な細胞に作用するだけでなく、様々な作
用を持つサイトカインであり、作用が複雑な
ため役割をすっきりと説明できないところに
魅力を感じています。培養細胞を用いた解析
と生体解析の結果が矛盾することもあり、そ
の複雑さの一端を明らかにするためには生体
解析が必須です。マウスを用いた研究は時間

がかかること、お金がかかることが難点です
が、生体のみでしか得られない結果がありま
す。また、遺伝子改変マウスのおかげでオリ
ジナルな実験ができることも利点として挙げ
られます。今後も多数の遺伝子改変マウスを
用いて、TGF-βシグナルの作用の複雑さを
少しでも説明し、疾患の治療に結び付けてい
ければと願っています。
現職に移動して少しずつ結果が出始め、さ
らに研究を発展させたいと望む状況において
貴財団より助成金をいただくことができ、心
から感謝しています。今回の採択はとても光
栄なことであり研究の大きな励みとなるとと
もに、研究資金は大きな糧となりました。今
後も私にしかできないオリジナルな研究を
進めてまいりますので、ご指導のほどお願い
申し上げます。ご尽力くださいました財団の
方々、選考委員の先生方にこの場をお借りし
まして御礼申し上げます。ありがとうござい
ました。

研究テーマ：がん脈管新生におけるTGF-βシグナルの生体解析

腫瘍を移植されたマウスを手に

TGF-βの多様性解明をめざして
伊東　史子
東京薬科大学　生命科学部　心血管医科学研究室　　准教授
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研究助成金交付者からのお便り

この度は平成24年度の公益財団法人アステラ
ス病態代謝研究会の研究助成にご採択頂き、誠
にありがとうございました。貴財団からの助成
金は我々の研究室における新たなプロジェクト
の立ち上げのために活用させて頂いておりま
す。この場をお借りしてお礼を申し上げます。
私は2008年の4月より横浜市立大学大学院分
子消化管内科学・中島淳教授の指導の下、大
学院生として研究生活をスタートいたしまし
た。内視鏡、腹部超音波検査や穿刺など、手技
が好きで専門とした消化器内科でこのような基
礎研究を行うとは夢にも思いませんでした。し
かしながら、同じ医局に所属する上司の「研究
での発見や成果は、目の前の患者さんだけでな
く世界中の患者さんを救える手助けになるかも
しれない」という言葉に感銘を受け、研究の世
界へ足を踏み入れております。我々の研究室で
は、特に現代病である「肥満」に着目して、腸
管・肝臓・胆膵におけるクロストークを解明す
ることを目標に日々研究を推し進めておりま
す。その中でも、私の研究テーマである非アル
コール性脂肪肝炎、いわゆるNASHと腸内細菌
の関係が近年注目されております。ヒトの腸内
には一人当たり100種類以上、100兆個以上の腸
内細菌が生息しており、我々はこれら腸内細菌

叢と共存しております。しかしながら、一度こ
のバランスが崩れると様々な疾患を引き起こし
ます。この代表的な疾患がNASHであると考え
ております。これまではお酒を飲まない人の脂
肪肝は良性であり、肝硬変や肝臓癌を来さない
とされてきました。しかしながら、1999年の米
国NIHからの非常事態宣言を機に、肥満により
惹起される脂肪肝も悪性の転機を辿り得る疾患
（NASH）となりうることが提唱されておりま
す。また、このNASHは糖尿病をはじめとする
メタボリック症候群や動脈硬化性疾患など、全
世界でも上位の死亡原因となっている疾患と密
接な繋がりを持っており、この疾患の病態進展
機序を解明することが我々の国のみならず世界
中の人々を救うための突破口となることを確信
しております。
この4月より我々の研究室でも新たな仲間が
加わり、大規模なプロジェクトを開始いたしま
した。近年、若い人の研究離れが進んでおりま
すが、御指導頂ける上司のみならず有能な後輩
に囲まれて幸せな研究生活をさせて頂いており
ます。最後になりましたが、我々の研究に多大
なご支援を賜りました貴財団に心よりお礼を申
し上げるとともに今後の貴研究会の益々の御発
展を祈念申し上げます。

肥満がもたらす肝疾患病態進展機序の
解明を目指して
今城　健人
横浜市立大学大学院　医学研究科　分子消化管内科学　　助教

研究テーマ：NASH病態進展におけるエンドトキシンの役割の解明

ラボの仲間と餅つき。
右端の前傾姿勢で屈んでいるのが私です。
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2008年は私にとって転機の年でした。それ
まで2年連続で科研費不採択となり、講座の
研究テーマに限界を感じ、別な研究の方向性
を見いだすために応募した文部科学省の海外
先進研究実践支援プログラムに採択されたか
らです。
研究者を志した時から目標としていた幹細

胞を用いた医療の実現に少しでも近い研究を
するために選んだ留学先はテキサス大のAlec 
Zhang 博士の研究室で、造血幹細胞の増殖
機構について研究を行なっていました。プロ
グラムの応募に先立って受け入れの可否を問
い合わせたメールの返事はつれないもので、
今は研究費の余裕がないので無理というもの
でしたが、無給でよいのでとにかく勉強させ
てくれ、という悲壮感漂うメールを送り、よ
うやく受入れ受諾のメールをもらい、ほっと
した事を憶えています。
テキサス大では「造血幹細胞の増殖に関わ

る受容体の同定」をテーマとして留学研究生
活をスタートし、10ヶ月のプログラム終了後
は大学を休職し、Alecのサポートで仕事を
続け、ようやく3年目に目的の受容体に辿り
着くことができました。仕事に没頭できる研

究環境を整え、辛抱強く結果を待ってくれた
Alecのおかげだと思っています。そして、ちょ
うど仕事をまとめ始めたところで、休職のタ
イムリミットを迎えたため、3年に及ぶ研究
留学を終え、大学に復職することとなりまし
た。幸いAlecは帰国後も一連の仕事を続ける
事に賛成してくれ、気持ちよく送り出してく
れました。
しかし、日本に戻ってからは、日々の雑
用に多くの時間を割かれるうえ、帰国直後で
予算もないことから、仕事の続きはしばらく
開店休業状態でした。帰国して、同じような
経験をされている方は多いのではないでしょ
うか。
そんな辛い状況の中、今回、本財団に助成
していただけることになり、ようやく仕事を
進める事ができるようになりました。
講座の研究に差し支えないようにする、他
のスタッフに迷惑をかけないというボスとの
約束を守るため、どうしても仕事は人の少な
い時間に一人で細々と行なう事になります
が、帰国研究者を支援するというとてもあり
がたい本助成の趣旨に応えられるよう精一杯
頑張りたいと思います。

研究テーマ：アンギオポエチン様蛋白質による免疫細胞活性制御

私（中央左）の送別会
Alec（最右端）が中国出身の
ためか、中国、韓国、ベトナ
ム、日本というオールアジア
人の研究室でした。（おかげ
で英語はあまり上達しません
でした。）

研究留学、そしてその後
海川　正人
琉球大学大学院　医学研究科　医化学講座　　准教授
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貴財団助成金の募集を知ったのは、米国留
学から帰国準備を始めつつあった頃でした。
うず高く積まれた段ボールに囲まれて、「梱
包し終えるのも助成金申請するのも、絶対無
理だ」とひたすら焦燥感に追われつつ書いて
いたのを思い出します。あれから丁度一年が
経ちました。
タイトルは「少年」をもじったのは明らか

です。しかし、それは私が女性だからではな
く、性が違えば事情が大いに異なると感じて
いるからです。まず挙げられるのはライフイ
ベントです。当然出産ばかりはいくら社会が
成熟して男女平等になっても、伴侶にお願い
する訳にはいきません。「いつ産んでも、大変」
だからこそ、女性雑誌で「いつ産むか」等の
特集の文字が踊っているのでしょう。市中病
院に勤務しながら、大学院で研究しながら二
回出産しましたが、当時は「妊娠してすみま
せん」という感じでした。育児が10数年経過
して保育園の送迎からは解放されましたが、
代わりに学校行事等で否応なしに駆り出され
ることが増えました。夕飯を先に食べておい
て、と頼んで帰宅しますと子供達がひっきり

なしに話しかけてきます。寂しかったのだな、
と反省することしきりです。しかしもっと研
究に没頭したい自分もいて、このような働き
では「学は成らずに老いてしまった」、とい
う顛末になるのではないかと危機感/焦燥感
に駆られることもしばしばです。
このようなジレンマは私が「少年」だった
ら持たなかったのか、という問いかけにもな
ります。答えが出る問いでもないので、ここ
らで閑話休題としたいのですが、妻/ 母親と
して、研究者として、さらに医師としてあま
りにも中途半端で不甲斐なく、つい問うてし
まいます。
そのような半端者でも、生命が時折、芸術
に勝るとも劣らない美しいメカニズムを垣間
見せてくれると、やはりまだ研究を続けたい
と強く思うのです。しかし現実は厳しく、な
かなか資金を獲得できません。その中で長い
目で見てくださり、助成金を交付してくだ
さった貴財団には非常に感謝しております。
特にこのような女性ながらの状況に深い理解
をしめし、激励して頂いた山下道雄先生に、
心より御礼申し上げます。

「少女」老いやすく学成り難し
岡野　純子
滋賀医科大学　解剖学講座　生体機能形態学部門　　准教授

研究テーマ：レチノイン酸とアラキドン酸経路を用いた育毛剤の開発

米国国立衛生研究所の一施設であるNIAMS（National Institutes of arthritis and musculocutaneous skin 
diseases）を退職し、日本に帰国するにあたり、NIAMSの別のラボで働いていらっしゃる日本人研究者
の有志の先生が送別会を開いてくださいました。筆者は右から3番目です。
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研究テーマ：酸素濃度が神経分化に及ぼす影響とその分子機構解明

学位研究として、Gタンパク質共役型受容
体（GPCR）の活性化とそのシグナル伝達機
構の解析に取り組んでいた私にとって、エピ
ジェネティクスという言葉を初めて目にした
のは、研究室で定期購読していた実験医学や
細胞工学といった日本語学術雑誌の特集記事
でした。私が大学院生であった10年前、マウ
スやヒトゲノムが解読されたのを皮切りに、
様々な生物種におけるDNA情報が次々と明か
され、ヒトとチンパンジーの遺伝子が99％重
複しているという事実に、驚愕しました。そ
のため、学位取得後は米国でエピジェネティ
クス研究として、ヒストン修飾を介した遺伝
子の発現制御を学びたいと留学を志しました。
当時、カリフォルニア州立大学のSassone-

Corsi研では、概日リズムの発振に最も重要な
転写因子であるCLOCK自身がヒストンアセチ
ル化酵素活性を有するという画期的な結果を
報告したばかりで、これに関連するプロジェ
クトに自分も携わりたいと、彼の研究室の門
戸を叩きました。運よく希望のテーマで、私
自身も概日リズムの発振と維持に必須なヒス
トンメチル化酵素を同定し、日本での職を得
ることができた反面、助教の選考会議で面接
官の一人に指摘された「君の研究は、本当に
エピジェネティクスなのか？」という問いに
言葉が詰まったのを覚えています。確かに概

日リズムは生物のほぼ全ての組織細胞に普遍
的に存在し、私が報告したヒストンのメチル
化修飾は培養細胞においても24時間周期で変
動します。これはメチル化酵素遺伝子の種類
こそ異なりますが、アカパンカビやシロイヌ
ナズナ、ショウジョウバエにおいても保存さ
れた分子機構であることがわかっており、私
自身も環境適応と多様性を生み出すためと考
えられているエピジェネティクスの意義とは
相反するのではないかと、考えておりました。
これに対する一つの答えは、ちょうど私の後
任ポスドクが現在もCorsi研で解析を続けてお
り、まさに現在投稿中であります。
現在の所属研究室は、長年にわたり神経幹
細胞の分化制御において、エピジェネティク
スを中心に解析をしています。我々の脳を現
在の複雑な構造体たらしめたのは、まさにエ
ピジェネティクスが深く関与しており、私に
とっては格好の研究題材です。私は今年の4月
に奈良先端科学技術大学から九州大学へと異
動しましたが、このようなタイミングで助成
を頂けたことは大変ありがたく、研究の潤滑
なスタートにより一層の貢献をして頂きまし
た。末筆になりましたが、本研究課題への助
成を心より感謝するとともに、今後の貴財団
病態代謝研究会の益々のご発展を心よりお祈
り申し上げます。

異動前に訪れた吉野山にて

私とエピジェネティクス研究
堅田　明子
九州大学大学院　医学研究院　応用幹細胞医科学講座 基盤幹細胞学分野　　助教
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このたびは平成24年度アステラス病態代謝
研究会助成に採択頂きまして誠にありがとう
ございます。
平成23年3月、当時英国のウィンゲート神
経消化器病研究所に留学しておりましたが、
留学も後1カ月を残すのみとなったところで、
当時の研究室と共同研究をしていたベルギー
のルーベンカソリック大学から帰国後の共同
研究の話しが持ち上がりました。ウィンゲー
ト研究所もルーベンのトランスレーショナル
消化器研究所も機能性消化管障害を専門とす
る研究施設であり、特に我々は脳機能画像を
用いて機能性消化管障害の鍵となる病態であ
る脳腸相関の研究を進めておりました。3月
11日朝にTVをつけるとBBCのニュースの画
面で仙台が点滅しており、キャスターが何度
もミナミサンリクと連呼していました。4月
頭に帰国しましたが、新幹線も動いておらず
仙台の多くの地区ではガスも復活していなく
て入浴もままならないようでした。支援で
伺った沿岸部では、船がビルの上に乗ってい
てバスが病院の隣の田んぼに逆さにつきさ
さっていました。とても研究どころではない

と思いました。
現在東日本大震災から2年以上が経過し、
とくに沿岸部の復興はまだまだですが、仙台
で国際共同研究を進めております。この期間
にベルギーから共同研究者が仙台を訪問し脳
機能画像を用いた実験の立ち上げに尽力して
くれました。私自身もベルギーの研究所を訪
問して共同で解析を進めております。多くの
共同研究者、研究室の先生方、大学院生、ス
タッフに支えられて何とか少しずつ前進して
います。我々が対象としている機能性消化管
障害は、ストレスによって身体症状を呈する
ストレス関連疾患の代表疾患であります。震
災後の日本では増加し、特に重要となる分野
と予想されます。社会に役立つ成果を還元で
きるように、粘り強く真実を追求していく所
存です。
最後になりましたが、このように素晴ら
しい支援をいただきましたことに心より感謝
するとともに、アステラス病態代謝研究会の
益々のご発展を祈念いたします。

研究テーマ：機能性疼痛障害に共通する中枢性バイオマーカーの探索

仙台での国際共同研究
鹿野　理子
東北大学大学院　医学系研究科　行動医学分野　　助教

機能画像の検査中です。左から2番目が私です。
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この度は平成24年度研究助成に採択頂きまし
て、誠に感謝申し上げます。申請課題の推進お
よび新たに赴任した研究室の立ち上げに有効に
活用させて頂いております。
最近、卵子の老化や、妊娠可能年齢の話が

NHKを始め、多くのマスコミで取り上げられ
るようになってきました。日本は世界で最も多
く体外受精を行っている国で、その数は年々増
加の一途をたどっています。その背景には、結
婚年齢の高齢化があります。体外受精を行う患
者さんの平均年齢もどんどん高齢化し、40歳近
い病院も多くあります。
加齢による卵巣機能の低下の原因は、卵子

そのものの質の低下と残存卵胞数の減少による
卵胞発育不全があります。前者は、減数分裂時
の染色体異常の増加と細胞の代謝機能の低下に
よりおこることが知られています。後者は、加
齢により卵胞数が減少し、ある一定の数以下に
なってしまうと、発育してこなくなることに
起因しています。実際、このような患者さんに
体外受精をおこなっても、卵胞が発育せず採卵

できないことが多々あります。その最重症例が
早発卵巣機能不全とよばれる40歳以下で閉経と
なってしまう疾患です。
このような患者さんでいかに卵胞を発育させ
るかを、日々頭を悩ませながら動物実験を繰り
返しおこない、卵胞の人為的活性化技術を開発
しました。これを実際に臨床応用し、その方法
を確立していくことが今回の研究の目的です。
貴財団からのご支援を賜り順調に研究は進み、
現在プロトタイプの方法で臨床応用を開始して
おり、既に成功例も出ています。今後は更に方
法の改善を行い、少しでも多くのカップルに子
供が授かるよう努力していきたいと思います。
我が国では社会構造の変化により晩婚化、高
齢不妊の増加、少子化が進んでいます。晩婚化
の是正はそう簡単ではありません。そのような
現況で、私達の技術により、産みたいのに産め
ない不妊患者さんが1人でも少なくなり、患者
さんへの福音のみならず、我が国の少子化問題
にも貢献できればと思います。

研究テーマ：早発閉経の卵胞活性化に着目した新規不妊治療法の開発

生殖医療センターの
スタッフ達と。
前列左から3人目が
筆者です。

新たな不妊治療法を確立して
少子化問題に立ち向かう
河村　和弘
聖マリアンナ医科大学　産婦人科　　准教授
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研究テーマ：動物の低温耐性の分子生理メカニズム

このたびは平成24年度助成金に採択いただ
きまして、深く感謝申し上げます。一昨年度
に研究室を立ち上げたばかりのため、天から
の恵みとなりました。本研究は、動物の温度
に対する適応のメカニズムを線虫をつかい解
析するものです。一昨年度に現象の発見から
始めたゼロからのテーマでしたので、背中を
押して頂いたと同時に、期待に応えられるよ
う結果を出すために精進したく思います。温
度は地球上に常に存在し、遮断することがで
きない情報ですので、温度に対する適応機構
の解明は、めまぐるしく変化する環境温度へ
の動物の適応と進化をとらえる上でも重要
になってきます。温度に対する適応の研究

は様々な生物において解析が行われておりま
すが、シンプルなシステムをもちいて網羅的
に解析するために線虫C. エレガンスと呼ば
れる、全細胞が約1000個の小さな動物を選択
しました。これまでに温度受容に関する新し

い概念を創出してきましたが（1, 2）、依然と
してブラックボックスとなっています温度適
応システムの解明を目指します。
線虫の研究から過去11年間で6人のノーベ
ル賞が輩出されましたように、生命の基本原
理は、線虫からヒトまで高度に保存されてい
ます。そのため、本研究から明らかになる分
子生理メカニズムは、高等動物の温度情報処
理にも共通している可能性が高いと考えられ
ます。特に、ゲノムプロジェクトが終了して
から10年近くが経過しますが、ゲノム中には
機能が未知である遺伝子が多数存在しますた
め、それらを同定し、温度環境適応の分子ネッ
トワークの全貌解明と動物の温度適応の全貌
解明の夢を叶えたいと思います。
末筆となりますが、貴財団のさらなる御発
展をお祈り申し上げます。
（1）Kuhara et al., Science, 2008
（2）Kuhara et al., Nature commun, 2011

ラボの立ち上げと、
線虫を使った新しい研究の大きな夢
久原　篤
甲南大学　理工学部　生物学科　生体調節学　　准教授
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臨床医となり、様々な疾患に向かい合い、
臨床の奥深さを感じ続けてきました。しかし
ある時、同じような説明を繰り返している自
分に気がつきました。そして「これだけ同じ
ようなことを繰り返すのであれば集団で行っ
たほうが効率的なのではないか」と漠然と考
え始めました。その説明の内容は小児の一般
的な疾患や軽微な症状に関するものでした。
ちょうど小児救急が社会的に問題となって

いた時期でした。「コンビニ受診」、「たらい
まわし」等の言葉をニュースで目にするよう
になり、「♯8000（小児の疾患に関する電話
相談）」「柏原病院の小児科医を守る会」など
小児救急問題に対する対策、モデルケース等
の情報をいろいろなところで聞くようになり

ました。様々な小児救急対策が施行されてい
ましたが科学的な評価が不十分であるように
感じました。そして、自分が根拠のある解決
法を探していきたいと考えるようになりまし
た。
京都大学のMCRコースに入学し疫学、統
計学、行動学，倫理学等、研究に必要な知識
を学びました。卒業後の臨床生活が多忙で
あり、研究が全く進まない時期もありました
がやっと研究を実行に移せるようになりまし
た。多くの人が病気のこと医療のことをある
程度理解し、納得して適切に医療を利用でき
る世の中を夢見ています。その為のエビデン
スを積み上げていくことを自身のライフワー
クにしようと考えています。

研究テーマ：乳児健診で情報提供を行い時間外受診者を減少させる

豊橋市休日夜間急病診療所のスタッフと共に。（真ん中が私です。）

医療者としての願い
杉浦　至郎
あいち小児保健医療総合センター　アレルギー科　　レジデント
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研究助成金交付者からのお便り

この度は平成24年度のアステラス病態代謝
研究会の研究助成に採択して頂きまして、あ
りがとうございます。
どうせなら人がやりそうにないものを扱っ

てみようと、現在の研究室の立ち上げ時より、
「カルボランアニオン」という化合物と付き
合ってみることにしました。これは炭素1個
とホウ素11個からなる球状のクラスター分子
で、全体でとても安定なアニオンとなります。
これまでこの分子の良い修飾法が無かったた
めに機能性分子への応用はほとんどありませ
んでした。通常の有機化合物には見られない
多くのユニークな特性を存分に発揮してもら
おうと、機能性分子への導入を指向して、ま
ずは修飾化反応の検討を行いました。日夜研
究に取り組む学生さんの熱意によって、私達
は初めてこの分子に一般性高く芳香環を結合
させる反応を開発することができました。す
ると、この骨格がファーマコフォアとしても
機能するし、イオン液晶のコアにもなるし、

高活性な金属触媒のカウンターアニオンとし
ても活躍できそうだということが徐々に明ら
かになってきています。また、芳香環と連結
したことで、その芳香環にもいろいろな影響
を与えていることが明らかとなりつつあり、
新しい化学がいっぱい詰まっているとワクワ
クしながら日々研究を行っています。
私達が専門としている有機化学の醍醐味の
一つとして、このように「この世にないもの
を生み出せる」ということが挙げられます。
「この世にないもの」について、例えば計算
化学が急速に進歩している現在、ある程度の
予想は出来るとは言え、その全てを予言する
ことは困難です。自分たちが、きっと面白い
化学が潜んでいるはずだと信じていても、そ
れを実現するまではなかなか認めて頂くこと
は難しいものです。そのような状況での貴財
団の研究助成は私達にとって本当に心強いも
のでした。ご支援いただけましたこと、改め
て心より御礼申し上げます

研究テーマ：カルボランアニオンを基盤とする機能性分子群創製

ラボのメンバーと共に。
（一番左が私です。）

「この世にないもの」を生み出したい！
滝田　良
東京大学大学院　薬学系研究科　基礎有機化学教室　　講師
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研究助成金交付者からのお便り

この度は、平成24年度研究助成金を賜りま
した事、深く感謝しております。
私は「糖尿病性血管障害」を大きなテーマ

とし、最近ではGRK2という酵素を標的とし
た治療戦略について研究を進めております。
GRK2は、哺乳類の組織全般に発現しており、
アゴニストによって活性化されたGタンパク
質共役型受容体をリン酸化して、インターナ
リゼーションを開始させる酵素です。近年で
は、種々の細胞内タンパク質と相互作用する
ことが明らかとなり、Gタンパク質共役型受
容体をリン酸化させる以外にも生理機能をも
つ可能性も考えられています。GRK2は生体
にとって不可欠なものであり、厳密に制御さ
れる必要があります。最近、私はGRK2が病
態悪化因子として血管に集積していることを
報告しました。また、多くの研究者が種々の
疾患においてGRK2が病態悪化因子として働
いていることを示唆する報告をしており、制
御機構の破綻が高血圧などの生活習慣病や心
血管系疾患を引き起こすことが分かってきま
した。

　糖尿病コントロールの主目的は合併症発
症予防と進展抑制です。糖尿病でみられる合
併症に共通した病理学的特徴は、血管障害で
す。血糖コントロールが細小血管障害の発症
や進展抑制に有用であることは知られていま
すが、血糖コントロールと大血管障害の間に
は、良い相関が得られていません。現在、臨
床においては、複数の血糖降下薬が存在しま
すが、新規に糖尿病性合併症に移行する患者
は増加の一途を辿っています。従って、その
抑止には、厳格な血糖コントロールに加えて、
心血管イベントに対する保護作用を有するも
しくは併せ持つような新規メカニズムの画期
的な薬剤が必要なのです。今、GRK2は新規
標的分子となる可能性のあるタマゴと考えて
います。今後、さらにこのタマゴを育てるこ
とで、病態時におけるGRK2の生理学的意義
を解明していきたいと思います。
これからもこのような素晴らしいご支援を
励みに研究に全力を尽くす所存です。

研究テーマ：糖尿病性血管障害時におけるGRK2関与のメカニズム

研究助成金をいただいて
田口　久美子
星薬科大学　医薬品化学研究所　機能形態学研究室　　助教

交付時の所属（富山大学）メンバーとの写真です。（前列左から2番目が私です。）
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研究助成金交付者からのお便り

研究室のメンバーと。右から４番目が筆者。左から2・3番目が篠原美都・篠原隆司先生。

この度は平成24年度の研究助成金の採択を
頂きまして誠にありがとうございます。私は
生殖顆粒と呼ばれるユニークな細胞内構造に
魅せられ、京都大学再生医科学研究所の大学
院生として精子形成研究をスタートしました。
右も左も分からない私を温かく御指導下さい
ました中辻憲夫先生ならびに中馬新一郎先生
には大変感謝しております。この研究では生
殖顆粒を構成する遺伝子群のノックアウトマ
ウスを作製し、その機能の一端を明らかにす
ることができました。遺伝子機能をin vivoで
調べられるノックアウト技術は大変強力な
ツールですが、一つの遺伝子の解析で非常に
長い時間がかかります。また精子形成には非
常に多くの遺伝子が関与しているにも関わら
ず、in vivoで複数の遺伝子を操作することは
コストや技術の面から非常に難しいため、隔
靴掻痒の思いがしておりました。
そんな折に現所属研究室の篠原隆司先生・

美都先生の精子幹細胞研究に参加できる機会
を頂きました。精子幹細胞は一生に渡る精子
形成を支える基盤として重要な幹細胞である

とともに、移植法および長期培養技術により
in vitroの遺伝子操作が容易でかつin vivoの機
能アッセイができる大変優れた実験系です。
スクリーニングから機能分子の同定、ノック
アウトマウスを用いた解析等、実験は多いで
すがとても充実した研究生活を送らせて頂い
ております。
この度助成を頂きました研究もin vitroのス
クリーニングから始まっており、過酸化水素
水を培養液に添加すると精子幹細胞の自己複
製分裂が亢進されることが分かりました。活
性酸素は代謝によって生じる悪者とされる場
合が多いのですが、精子幹細胞では意外なこ
とにむしろポジティブに働く可能性がありま
す。このin vitroの発見をin vivoの現象、臨床
応用に発展するべく今後も日々研究に邁進し
て参ります。
精子幹細胞の培養にはコストがかかるため、
その実験を支えてくださる貴重な助成金を頂
くことが出来ましたことを心より感謝してお
ります。末筆ではございますが貴財団ならび
に貴研究会の益々の発展を祈念致します。

研究テーマ：精子幹細胞の自己複製分裂における活性酸素の役割

In vitroから展開する精子幹細胞研究
田中　敬
京都大学大学院　医学研究科　遺伝医学講座　分子遺伝学研究分野　　助教
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研究助成金交付者からのお便り

この度は平成24年度研究助成に採択していた
だき、誠にありがとうございました。自身での
研究活動を始めたばかりの若輩者に貴重なご支
援をいただけましたことは大変光栄なことであ
り、また今回は、財団報へ寄稿する機会をいた
だきましたことに心より御礼を申し上げます。
まだまだ胸をはれるような成果のご報告にはい
たっておりませんが、簡単に研究内容のご紹介
をさせていただきたいと思います。
私は、あらゆる細胞の運命決定に際して、ゲ

ノムに集約された遺伝情報がどのように取捨選
択され機能発現にいたるのか、その本質ともい
えるエピジェネティクスに興味をもち、細胞種
特異的な遺伝子発現制御機構の研究に取り組
んできました。個々の遺伝子が発現するには、
DNAおよびヒストンの修飾、プロモーター・
エンハンサー領域でのクロマチン構造の開放、
プロモーター・エンハンサー領域への転写因子
の結合、転写開始それぞれにいたるステップを
段階的に、また正確に経ることが必要です。ほ
乳類細胞において、細胞の分化段階に同調して

発現する遺伝子群はゲノム上に散在しているこ
とから、これらの遺伝子群を時期特異的に一括
して発現調節する高次のクロマチン構造制御シ
ステムが細胞内に存在することは間違いありま
せん。現在、貴研究会から助成をいただき、初
期発生過程における胚体、胚体外双方の幹細胞
分化に伴ったクロマチン高次構造の変化をゲノ
ムワイドに解析することにより、一群の遺伝子
発現を集約して制御するクロマチン制御機構の
解析を試みています。胚体、胚体外組織を構築
する両幹細胞の成立・維持に関わるゲノム領域
の新たな抽出、同定も期待され、幹細胞間での
分化転換能や可塑性についても分子レベルでの
基礎となりうる研究成果は、幹細胞のDNAレ
ベルでの特性評価手段を提供し、より安全で確
実な再生医療に貢献しうるものと今後の展開を
楽しみにしています。
最後になりましたが、財団の方々、選考委員
の先生方に改めて感謝申し上げますとともに、
貴財団の益々のご発展をお祈りいたします。

研究テーマ：幹細胞分化に伴ったクロマチン構造変化の解析

研究助成金をいただいて
冨川　順子
国立成育医療研究センター研究所　周産期病態研究部　　研究員

研究室のメンバーと共に。2列目最左側が私です。
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研究助成金交付者からのお便り

研究室のメンバーと共に。中段右から4人目が私です。

このたびはアステラス病態代謝研究会の研
究助成に採択して頂きまして、ありがとうご
ざいました。
私が科学者を志すようになったのは、高校

生の時にヒトゲノム計画について学び、その
研究成果として遺伝子多型による「オーダー
メイド医療」が将来的に可能になるかもしれ
ない、ということを知ったことがきっかけで
した。医師の経験値に依存した医療ではなく、
科学的な根拠に基づいて確実な治療法の選択
ができるようになる可能性があると知り、非
常に感銘を受けました。もともと生物学には
興味がありましたが、基礎的な研究成果が臨
床の現場で応用され、社会貢献に繋がりうる
ことを知り、将来は社会の役に立つ研究をし
たいと強く思うようになりました。採択して
頂いた申請研究テーマである「関連ペプチド
解析によるアルツハイマー病発症機構解明」
も、そのような研究であると考えています。
アルツハイマー病という病名は広く知られ

ており、患者数の急増が社会的な問題になっ

ているにも関わらず、いまだに根本的な治療
法はありません。根本的な治療法の開発が進
まない原因の一つとして、「アルツハイマー
病」と診断がつくのは脳内の神経細胞死がか
なり進んでからであり、発症メカニズムに
基づいた根本的治療薬が効きにくいためであ
る、ということが挙げられます。発症の初期
段階に脳内では何が起こっているのかを明ら
かにし、またアルツハイマー病が進行してい
く状況を的確に捉えられる方法を確立するこ
とがこの疾患の根本的治療法の開発につなが
る可能性があるため、これらを解決できるよ
うな研究を進めて行きたいと考えています。
私が所属する研究室には、優秀な女子学生
がたくさん在籍しています。貴財団は多くの
女性研究者の研究支援をしていますが、この
ことは私にとっても、将来の活躍が期待され
る優秀な若い女性研究者・女子学生たちにも
希望を与えます。今後とも貴財団のますます
のご発展をお祈りいたします。

研究テーマ：関連ペプチド解析によるアルツハイマー病発症機構解明

社会に役立つ研究を目指して
羽田　沙緒里
北海道大学大学院　薬学研究院　神経科学研究室　　助教
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研究助成金交付者からのお便り

この度は平成24年度研究助成に採択頂きま
して、心から感謝致しております。選考して
頂いた先生方のコメントを読ませて頂いた時
も、そして事務局参与の山下先生が私の研究
内容に興味を持ち熱心に質問して下さった時
も、非常に嬉しく気の引き締まる思いを致し
ました。
オートファジーという細胞内分解現象を研

究するようになってから、電子顕微鏡が今後
私には必要になると思い、ドイツのEMBLに
技術留学しました。その時まだ開発中であっ
た、光学顕微鏡でみたその場所をピンポイン
トで電子顕微鏡で観察する技法（CLEM）と
巡り会いました。EMBLで開発されていた
CLEMは、ナノメートルのオーダーで目的タ
ンパク質の位置を特定できる画期的なもので
した。
技術を習得するまでもそれなりに大変だっ

たのですが、さて、それを日本で行うには必
要な設備作りから始めなければならず、大変
な道のりでした。諸先生のお力添えによりま
ず電子顕微鏡などの機器類を購入して頂きま

した。当時、新しく建つ建物の一階を共通の
電顕室として提供して頂き、サンプル作り
から観察まで全ての行程が出来るような部屋
をドイツで設計しました。湿度温度管理が必
要な部屋、空調はあるけど空気の流れをなく
した部屋等々未経験者の私には前途多難でし
た。ドイツから戻ってきて、見た目はとりあ
えず完成している部屋を見たときには安堵し
ました。そして機械が設置されましたが、今
度は初期不良に何度も悩まされました。そし
て梅雨。日本独特の気候にヨーロッパの機械
は太刀打ち出来ず、故障。きちんと使用可能
になったのは、一年以上の月日がたってから
でした。
今回の応募内容の前段階にあたる光顕を用
いた研究は、無事今年Nature誌に発表出来ま
した。続きの内容を、上記のCLEMを用いて
現在進めております。ドイツには研究打ち合
わせに行かせて頂いており、貴財団からのサ
ポートを研究のみならず国際交流にも役立て
させて頂いています。ご支援頂けました事に、
深く感謝致します。

研究テーマ：ナノレベル光・電子顕微鏡相関法による細胞機能の解明

最新CLEM法を用いて
オートファジーの解明に挑む
濱崎　万穂
大阪大学大学院　医学系研究科　遺伝学教室　　助教

ノルウェークルーズ船で行われたオートファジーの学会、船上と言えば聞こえは良いのですが、ずっと
ロッキングしていて中途半端な船酔いぎみ。エクスカーションもゴムボート（苦笑）。
でも、きれいな青空の下、鷲の親子を発見！（右）。同じ空の下を一瞬で飛去った戦闘機（左）。束の間
の息抜きとなりました。
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ラボのメンバーと。私は前列右から4人目。

この度は平成24年度公益財団法人アステラ
ス病態代謝研究会の研究助成に採択頂き、有
難うございます。多くの申請者の中から助成
対象者として選ばれましたことを大変光栄に
思うとともに、この場をお借りしまして財団の
方々、選考委員の先生方に御礼申し上げます。
私は、東京大学大学院薬学系研究科・杉山

雄一名誉教授（現職　理化学研究所　特別招
聘研究員）のご指導の下で、疾病治療を目標
としたトランスポーター研究をスタートしま
した。トランスポーターの機能破綻が原因と
なり、発症、あるいは増悪する疾患が多数報
告されておりますが、ほとんどの疾患に対し
ては有効な内科的療法が確立しておりません。
私は肝細胞の毛細胆管側膜に発現し、胆汁酸
の胆汁排泄を担うBile salt export pump（BSEP）
に着目した研究を進めております。BSEPの遺
伝子変異に伴う機能低下は、進行性家族性肝
内胆汁うっ滞症2型（PFIC2）の発症につなが
ります。PFIC2は肝移植を受けなければ致死性
の経過を辿る難治性肝疾患です。私は、ほと

んどのPFIC2症例ではBSEPの毛細胆管側膜発
現量の減少が原因となり、BSEP機能が低下し
ていることを明らかにした後、本知見に基づ
いた治療薬の探索を実施し、尿素サイクル異
常症治療薬である4-phenylbutyrate（4PB）には、
BSEPの毛細胆管側膜発現量を増加させる薬効
があることを実験動物、ヒト検体を用いた解
析から見出しました。現在、本薬剤のPFIC2
に対する治療効果を検討すべく、全国の複数
の医療機関との共同研究体制を整え、倫理委
員会の承認の下、臨床試験を進めております。
現在試験に参加されている患者さんでは、4PB
の服用による肝機能の改善が認められており、
本薬剤が肝移植に代わるPFIC2の新たなる治療
法となることを期待しております。
最後になりましたが、このような素晴らし
いご支援を賜りましたことを関係各位の皆様
に改めまして深謝申し上げますとともに、ア
ステラス病態代謝研究会の益々のご発展を祈
念いたします。

研究テーマ：小児性肝内胆汁うっ滞症の新規診断法及び治療薬の開発

研究助成金をいただいて
林　久允
東京大学大学院　薬学系研究科　分子薬物動態学教室　　助教
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研究テーマ：ヘリコバクターピロリ感染による疾患発症の分子基盤

研究助成金をいただいて
三室　仁美
東京大学　医科学研究所　感染症国際研究センター　感染制御系　細菌学分野　　准教授

研究所の八重桜の前で
研究室メンバーと共に。
前列右から3番目が筆者。

この度は、平成24年度研究助成に採択して
いただき、誠にありがとうございます。昨年
新しく研究室を立ち上げたばかりの時に、こ
のような助成金をいただけたことは大変光栄
です。新たな研究にチャレンジするうえで、
非常に貴重な研究資金として、活用させてい
ただいております。この場をお借りして御礼
申し上げます。
私たちの研究室では、ヘリコバクターピロ

リや赤痢菌など、消化管粘膜をターゲットと
する病原細菌の感染メカニズムに関する研究
を行っております。in vitroでの分子レベルか
ら、in vivoでの細胞、組織、個体レベルにわ
たり精査することで、感染現象を包括的に理
解し、さらに、病原体の感染という危機的状
況下において発動する、宿主防御の生命現象
をも明らかにしたいと考えております。そし
てこれらの知見を統合して、将来的には抗生
剤に代わる新発想の感染症治療薬や、診断薬、
ワクチンの開発に貢献することを最終目標と
しています。
思い返せば、企業の研究員から一念発起し

て、まったく基礎知識もないまま病原細菌の
研究室に飛び込んで早十数年。今まで研究を

続けられた原動力は、叱咤激励で指導してく
ださる恩師の先生方や、お世話になっている
共同研究先の先生方との貴重なご縁と、不思
議だなぁと思う現象を直接この目で目撃して
謎解きをしていける喜びにありました。研究
室で初めに与えられたテーマは、赤痢菌の細
胞内運動の分子メカニズムに関することでし
た。蛍光顕微鏡観察で、鞭毛もない菌が感染
細胞の中で、宿主のアクチン重合を利用して
泳ぎ回る姿に驚き感動したのを、今でも鮮明
に覚えています。その後、培養方法も手探り
の状態で着手したピロリ菌の研究では、病原
因子タンパク質CagAが菌の分泌装置から感染
胃上皮細胞に注入されると、細胞の運動能が
向上して激しく動き回るさまがおもしろくて、
シグナル研究を手がけました。そんな感動を、
一緒に研究を行うスタッフや学生さんたちに
も味わってもらいたいと願いつつ、自由な発
想を大切にする研究室を構築していこうと思
います。
最後になりましたが、改めて多大なご支援
を賜りました貴財団に厚く御礼申し上げると
ともに、貴財団の益々のご発展をお祈り申し
上げます。
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研究室の皆と。
後列中央のスーツ
姿が私です。

私は大学時代より放射性医薬品研究を続け
ています。放射性医薬品とは、「診断又は治療
に用いられる非密封の放射性化合物およびそ
れらの製剤」という定義になります。放射性
医薬品を使用した診断は核医学診断とよばれ、
透過性が高く細胞障害性の低いγ線を放出す
る放射性同位元素（RI）で標識された化合物
を使用し、体内に投与された放射性化合物か
ら発せられるγ線を体外にて検出、その分布
を画像化します。一方、治療の場合は、細胞
障害性の高いβ線を放出するRIで標識された
化合物を癌などの疾患部位に集積させ、飛程
の短いβ線を病変近傍から照射して治療しま
す。診断用の放射性医薬品においては、投与
後早期に標的部位への分布量とそれ以外への
分布量との間に差を作り出すことが要求され
ます。治療を目的とする場合も基本的には同
様ですが、標的部位以外への分布量を極力少
なくしなければならないため、分布の特異性
においてはより厳密さが求められます。これ

ら放射性医薬品に要求される選択性の高い標
的部位集積性を達成するには、まず適切な標
的分子を見出すことが必要となります。今回
採択していただいたテーマでは、標的分子と
して放射線照射により誘導される酵素を利用
することを考案しました。これにより、放射
線外照射による治療後に発現が増強している
酵素に集積する放射性医薬品を用いて更なる
内部照射療法を行うという新しいがん治療の
方法論が構築できるのではと期待しています。
[18F]FDG-PETの保険適用、90Y標識抗CD20
抗体の認可を契機に、医療における放射性医
薬品の重要性が高まっています。しかしなが
ら放射性医薬品の研究を行っている薬系大学
はそれ程多くありません。今回いただきまし
た助成金を有効活用し、放射性医薬品の取り
扱いに精通した薬剤師を一人でも多く輩出で
きるようにと、学生とともに放射性医薬品の
開発研究を進めています。

研究テーマ：放射線により誘導される酵素を標的とする治療薬剤

放射性医薬品の開発研究を通して
向　高弘
神戸薬科大学　薬学部　薬品物理化学研究室　　教授
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研究テーマ：がん免疫の増強を同時に可能にする新しい脊椎腫瘍根治手術

局所根治を超えた夢の手術への挑戦
村上　英樹
金沢大学　医薬保健学域　機能再建学（整形外科学）　　准教授

金沢大学整形外科
脊椎グループの
メンバー
（筆者は中央）

脊椎は肺、肝臓と並び、がんの転移の好発
部位です。近年のがん治療の急速な進歩によっ
て、がん患者が長生きするようになり、脊椎
転移をもったがん患者は急増しています。し
かし、がんの脊椎転移は未だに手の施しよう
のない末期と考えられており、多くの患者が
主治医から見放されているのが実情です。“こ
のような絶望の淵にあるがん患者を何とか救
いたい”、“末期といわれる脊椎転移がん患者
の中にも救える命があるのではないか”、そん
な思いから我々は脊椎がんに対する新しい手
術を開発しました。この手術は、脊椎のがん
病巣を根治的に全摘出し、摘出した脊椎を液
体窒素で凍結し、がん細胞を死滅させた上で
再び患者に戻すものです。腫瘍凍結免疫によっ
て全身のがん免疫が増強され、手術による脊
椎病巣の局所根治と同時に全身的な免疫療法
も期待できる画期的手術です。
これまで金沢大学整形外科では、がんの

脊椎転移など脊椎悪性腫瘍の中でも2年以
上の予後の見込める症例に対して積極的に
根治手術（腫瘍脊椎骨全摘術；total en bloc 
spondylectomy；TES）を行ってきました。
このTESは金沢大学整形外科の前教授である
富田勝郎名誉教授（現病院長）が世界に先駆
けて開発した手術で、平成15年には厚生労働
省から高度先進医療の承認を受けています。
そして昨年4月にこの手術が保険適応となるま

で、金沢大学附属病院は厚生労働省の先進医
療として、脊椎悪性腫瘍に対する根治手術を
行うことができる日本で唯一の施設でした。
しかし、この手術はあくまでも局所（脊椎）
の根治のみを目的としたものでした。一方、
乳癌や前立腺癌、肝癌、腎癌などがんの経皮
的凍結手術後に遠隔転移巣が縮小あるいは消
失するなど全身のがん免疫が増強されること
が以前から知られていました。我々は、この
腫瘍凍結免疫をTESに応用することによって、
手術と同時に全身的ながん免疫療法をも可能
になるのではないかと考え、新しいTESを開
発しました。
すでにこの手術で奇跡が起き始めています。
術後になんら他の治療をしていないにもかか
わらず、甲状腺癌の脊椎転移の2例で腫瘍マー
カー（サイログロブリン値）の減少を認め、
乳癌の脊椎転移の2例では術後に腋窩リンパ節
転移の縮小を認めています。これらの効果は
明らかにがん免疫の増強によるものと考えら
れます。もちろん今はまだ、この手術で増強
されたがん免疫によってすべての脊椎転移が
ん患者を救うことができるとは思っていませ
ん。しかしこれからは、貴財団から賜りまし
た御支援を十分に活用して、さらにこの手術
を発展させ、絶望の淵にある末期がん患者に
生きる希望と治療への勇気を与えることがで
きればと思っています。
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私はこれまで一貫して、どうして癌になる
のか、その仕組みを明らかにすることこそが
革新的な癌治療開発への応用に結びつくとい
う一心で、研究に邁進してきました。そして
癌を知れば知るほど、その克服という頂きの
高さに時にくじけそうになりながらも、自ら
を鼓舞しながら挑戦を続けております。
私の研究室ではこれまでに、癌抑制遺伝子

p53の機能解析をテーマの一つとして取り組ん
でおります。p53の研究は多くの研究者の注目
を集めており競争は熾烈ですが、その中にあっ
て私たちは、他の研究者に先駆けてp53の細胞
死誘導を制御するリン酸化酵素DYRK2を見出
すことに成功しました。この度、アステラス
病態代謝研究会からの研究助成では、このオ
リジナルな研究成果に立脚し、それを発展さ
せる斬新性と独創性に満ちた研究を展開して
いきたいと意気込んでおります。加えて近年、
我々はDYRK2が細胞周期を制御しているとい
う全く新しい知見を得るに至りました。細胞
周期制御の破綻が発癌の一因であることは論

を待たないことから、何らかのDYRK2の機能
不全が癌の進展や転移に寄与することが明ら
かになれば、独自のコンセプトで腫瘍が悪性
化する分子機構の解明に迫ることができるの
ではないかと大いに期待しております。
昨年4月より、東京医科歯科大学難治疾患研
究所から東京慈恵会医科大学に異動し、生化
学講座を担当しております。この一年間、新
しい研究室の立ち上げに奔走してきました。
貴財団からの研究助成支援は、まさに天から
の助けのように有難く、また新天地でやって
いけるという自信も与えて頂きました。前任
地ではほぼ全ての時間を研究に費やす事がで
きましたが、現在では研究以外に教育や講座
運営など、様々な業務への対応が求められて
います。そういった中で、やはり研究に携わっ
ている時間が最も大事だということを再認識
しております。
最後に、貴財団アステラス病態代謝研究会
のさらなる発展を祈念いたしますとともに、
今回の助成に改めて感謝申し上げます。

研究テーマ：腫瘍悪性化の分子機構と癌治療への応用

がんの克服を目指して
吉田　清嗣
東京慈恵会医科大学　医学部　生化学講座　　教授

研究室の仲間と（中段右が著者）
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研究テーマ：カリクリンAの生合成遺伝子ならびに生産菌の解明

海綿動物に見るメタゲノムから
シングルセルの世界
脇本　敏幸
東京大学大学院　薬学系研究科　天然物化学教室　　准教授

学生達と私（右から2番目）

海に潜ると3次元の世界を実感します。中
空で漂う海中は2次元の陸上とは異なり不自由
を強いられます。ようやく海底に降り立つと、
地に足が着くことで多少安堵します。そこに
は動物なのか植物なのか訳の分からない底生
生活者が所狭しとひしめき合い、頭上では魚
などの浮遊生活者が飛び交います。我々が棲
む陸上とは異なり、海底では底生生活者間の
生息域のせめぎ合いとともに、浮遊生活者か
らの攻撃に耐えて生きて行く必要があります。
一見青く豊かで美しい海は激しい生存競争が
織りなす世界にも見えてきます。
海綿動物は最も原始的な多細胞動物として

知られています。高度な機能を有する組織を
持たず、単純に細胞が寄り集まった生物と考
えられており、系統学的に単細胞から多細胞
動物へ至る過程を知る上で重要な生物群です。
一方で、海綿動物は医薬品資源として重要な
生物活性物質の宝庫でもあります。それらは
海綿動物が底生生活者として数億年もの間生
き延びる上で必須の防御機構だったのかもし
れません。近年、それら海綿が有する防御物
質は共生微生物によって生産されていること

が示唆されています。実際に海綿動物には膨
大で多様な微生物が共生しており、その多く
が難培養性かつ未知の微生物です。これまで
に医薬品のリード化合物として有望な海綿由
来生物活性物質が数多く単離報告されていな
がら、そのほとんどが天然資源からの量的確
保が難しく臨床応用まで至った例は極わずか
です。海綿二次代謝産物の生産を担う微生物
の同定及び生合成機構の解明は、その有効利
用・安定供給を目指す上で鍵となると考えて
います。我々は海綿メタゲノム解析やシング
ルセル解析によりその鍵を追い求めています。
日本の海には海綿二次代謝産物に代表される
数多くの医薬品資源が眠っており、それらの
有効利用への道筋をつけたいと考えています。
末筆ながら、この場をお借りしまして財団
の方々、選考委員の先生方に御礼申し上げま
すとともに、貴財団の益々のご発展を祈念致
します。本研究は東京大学大学院薬学系研究
科天然物化学教室で遂行しております。研究
の推進に多大なご助力を頂いている阿部郁朗
教授、淡川孝義助教をはじめ、教室の学生諸
氏に感謝申し上げます。
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2012年7月からカナダのUniversity of Ottawa 
Heart Institute（UOHI）での留学生活が始ま
りました。オタワはカナダの首都ですが、人
口は約100万人でトロントと比べるとコンパク
トでのんびりとした過ごしやすい街だと感じ
ています。
僕はClinical fellowとして雇われているため、
通常の研究留学とは異なり、心臓核医学検査
のレポート作成をdutyとして行いながら、合
間に臨床研究を進めるという毎日を過ごして
います。日本の医師免許しか持っていないた
め、臨床医としてすぐに働くことはできませ
んでした。2か月間、指導医と共に病棟業務を
含む仕事の評価がなされ、オンタリオ州の発
行するeducational licenseをいただいて働いて
います。臨床の仕事をしながらの研究なので
思うように時間が取れない悩みがありますが、
なかなかできない経験をさせていただいてい
ると思います。
UOHIのNational PET centerは心臓核医学検
査に関して、カナダ随一の症例数を誇ってい
ます。新しい核種を使った基礎研究、動物実験、
画像解析softwareの開発、豊富な症例を生かし
た臨床研究を行っています。また、週に数回、
フェローを対象としたランチョンセミナーな
ども催され、教育体制も充実しています。
僕は北海道出身なので寒いことには慣れて
いるはずですが、昨年の冬のオタワの寒さに
は参りました。札幌で使っていた防寒用の靴
やジャケットは役に立たず、買いなおす必要
がでてしまいました。1月、2月の最も寒い時

期には一日の最高気温がマイナス20度以下と
いう日も多く、人生で最も寒い冬だったと思
います。この時期はオタワの中央を流れるリ
ドー運河も凍りつき世界で最も長い天然のス
ケートリンクになります。僕は北海道にいる
間もスケートは一度もやったことがありませ
んでしたが、リドー運河でのスケートは経験
しておかなければと思い、家族全員で行って
みました。屋内のスケートリンクと異なり、
表面がガタガタなので最初は滑るのに苦労し
ましたが、とても楽しい経験でした。
研究についてですが、UOHIと北海道大学で
心サルコイドーシスについての共同研究を進
めており、この秋にはモントリオールで口頭
発表する機会も得ました。臨床業務の合間を
縫いながら論文化も進めていく予定でいます。
他にもいくつかの研究を少しずつ進めており、
できるだけoutputを増やして行きたいと思っ
ています。
ここには書ききれない様々な出来事があり、
妻を初めとする家族や同僚のサポートを受け
て何とかやっている状況で、「留学は楽しいこ
とよりも、苦労することの方が多い」と、自
分の尊敬する先生に言われたことを思い出し
ています。残りのオタワでの生活を臨床医と
して研究者として有意義なものになるように
過ごしていきたいと思います。
最後になりますが、この留学をご支援して
いただいたアステラス病態代謝研究会にもこ
の場をお借りして御礼申し上げます。

留学便り
大平　洋
University of Ottawa Heart Institute, Quebec, Canada

研究テーマ： 心サルコイドーシスの多施設共同研究

6月にバンクバーで開かれた、
Society of Nuclear Medicine and 
Molecular Imaging（SNMMI）の
annual meetingでポスター発表を
した際のものです。
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私は米国California州、Los Angelesにあ
る南カリフォルニア大学（University of 
Southern California：USC）医学部循環器内
科に留学しております。奨学金を探していた
とき、他の多くの奨学金が推薦状を必要とし
ているなか、アステラス留学補助金は推薦状
や過去の実績のとらわれず、今後の将来性・
発展性に焦点を当てて選考しているというこ
とに驚きました。実績の乏しい私にとっては
願ってもいない機会でした。幸運なことに、
留学補助金を頂くことができ、順調に留学生
活をおくることができております。改めて、
アステラス留学補助金関係者の方々に御礼を
申し上げます。
私は循環器内科の臨床医で、専門はカテー
テルインターベンションです。今回の留学に
際して、私には二つの目的がありました。一
つは臨床研究を行うことで、現在、データベー
スの解析を行っています。テーマとしては虚
血性心疾患・末梢血管疾患の経カテーテル的
治療に関するDatabaseを用いてその特徴、予
後因子の解明などを行っています。
二つ目は、アメリカの日常の臨床医学を経
験するということです。留学の交渉をしてい
るときから現在の上司には臨床も学びたいと
いう希望を伝えておりましたので、早朝、昼
のカンファレンスや回診、カテーテル室での
治療を見学したり、Discussionに参加させて

いただいたりしております。日本では臨床医
として働いてきましたが、やはりまだまだ学
ぶことが多く、とても勉強になります。
USC Health Science Campusは医学部と薬
学部のキャンパスで、その二つの校舎があ
り、それに加えて大学病院とその関連の各種
施設、ロサンゼルス郡の公立の二つの病院が
キャンパスに隣あって建っています。大学病
院は、通常の大学病院同様の機能を持ち、一
部の先進医療も行われております。その一方、
ロサンゼルス郡病院は低所得層の患者や、無
保険の方たちが受診する公立病院としての特
徴があります。こちらではスペイン語しか話
せないという人も多く、患者背景が異なるの
で、疾患群も大学病院とは少し異なってきま
す。USCでResident（研修医）・Fellow（専
修医）をする若いドクターにとっては両者を
学ぶ良い機会になっているようです。
Off -timeはCaliforniaの温暖な気候を満喫
し、週末にはCalifornia州内や、隣接する州
の国立公園に出かけたりと存分に楽しんでい
ます。家族と過ごす時間も取れるので、日本
での臨床医時代とは異なりon, off ともに充実
した毎日を送っております。私がここで得た
経験を日本帰国後は日本の皆さんに還元して
いければと思い、公私ともに益々楽しく頑
張っていこうと思います。

研究テーマ：心臓領域・下肢動脈治療データベースによる予後調査

南カリフォルニア大学からの留学報告
鬼塚　岳志
University of Southern California, California, USA

BossのDr. David M. Shavelleとの一枚。
とても穏やかで優しいBossです。
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貴財団より海外留学補助金を賜り、2012年7
月より博士研究員としてメソディスト病院研究
所に勤務しております。早いもので気づけば一
年が経過してしまいました。留学生活では、な
かなか色々と思い通りにいかないことが多く、
今回はそんな私の留学前半戦にあった苦労話を
少し報告させて頂きたいと思います。
実は、私のボスは2011年10月にシンガポール

からこの研究所に移ってきた為、私が同年11月
に面接に訪れた際には、ラボは工事中の状態で
した。その時私は、半年以上たって、私が来る
頃には準備は整っているだろうと楽観的に考え
ていたのですが、いざ2012年7月に来てみると 
私の期待に反して、まだラボはほとんど稼働し
ておらず、ポスドク数人がようやく働き始めた
ばかりでした。どうやらこの研究所自体が2010
年に新設された研究所であったため、研究所の
システムが効率よく機能していなかったことが
原因のようでした。そこで最初の数ヶ月間は、
自分の研究プロジェクトに必要なプロトコール
の作成や試薬・実験機器の購入に費やすことに
なりました。ピペットマンや卓上遠心機の購入
をする所から、アメリカ研究生活が始まったの
です。バリバリと実験をする気で留学してきた
自分にとっては、出鼻をくじかれた気分で随分
フラストレーションが溜まった時期ではありま
したが、振り返ってみるとラボの設営に携わる
機会など普通ないですし、自分でプロトコール

を作成することも貴重な経験になったと思いま
す。また、幸いにもラボの研究費は潤沢にあっ
たので、自分が欲しい機器を買ってもらうこと
も出来ました。その後、私が来てから11ヶ月の
間に更に7人のメンバーが新たに加わり、現在
ではポスドク8人・テクニシャン6人の活気溢れ
るラボとなっています。
一方、多くの日本人研究者と同じく、当然
英語の問題にも相当悩まされました。アメリカ
人夫婦の私のボスを筆頭に、他にもいわゆる
native speakerが7人と半数以上を占めているこ
とから、そのスピード感溢れる英語に翻弄され
る毎日でした。なんとなくの相槌と愛想笑いが
うまくなったことは言うまでもありませんが、
大事な話の場合には、恥ずかしくても間違いを
避けるために、 相手に言われたことを自分でど
のように理解したかを説明し、それが正しいの
かどうかを最後にYes/Noの回答をもらって確
認する癖をつけるようにしました。1年がたち、
ようやくラボでの発表も少しこなせるようにな
りましたが、やはりいまだに英語で議論をする
と、思っていることをうまく言葉に表せないこ
とが多く、不甲斐無さを感じる毎日です。
このように、大変なことは数え切れないほど
ありますが、日本とは全く違った環境で研究に
どっぷり浸れる喜びと、家族と異国の地で過ご
せる貴重な時間を楽しみながら、更に研究生活
に邁進して行きたいと思っております。

研究テーマ：トランスポゾンを用いた肝発癌原因遺伝子の網羅的探索

ラボメンバーと共に。
手前左の2名がボスのCopelandご夫妻
中央一番前が私になります。

留学前半戦奮闘記
小玉　尚宏
The Methodist Hospital Research Institute, Texas, USA
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研究テーマ：酸化リポ蛋白代謝に関連する心疾患診断マーカーの開発

この度は貴財団の海外留学補助金を賜
り、博士課程修了後に程無くしてNational 
Institutes of Health（NIH）への研究留学の
機会を得られました事に感謝申し上げます。
並びに、多くの申請者の中から助成対象者と
して選んでいただけた事を大変光栄に思うと
ともに、財団の方々および選考委員の諸先生
方に深く感謝申し上げます。
私は臨床化学的見地から血中の脂質・リポ

タンパク質をターゲットとする検査法を開発
し、脂質代謝の解明に関する研究に従事して
きました。私が留学先の指導者として選んだ
Dr. Alan T. Remaleyは、米国臨床化学会の
脂質・リポタンパク質研究部門の中心人物で、
当研究室では、特に、高比重リポタンパク質
（HDL）の代謝に関する基礎的研究、および、
心血管疾患に対する治療法の開発を精力的に
行っています。そして、その開発のために必
要な測定系があれば、その評価法も自ら開発・
改良し、検討する事を矜持として研究を続け
てきたスタンスは、申請者の研究内容や興味
とよく合致していました。また、基礎研究が
主体ではありますが、Dr. Remaleyが臨床医
でもあるため臨床研究も盛んに行っており、
幅広い知識や視野が身につく機会が得られる
と考えています。とはいえ、まだNIHに来て
1か月ですので、基本的な実験手技や研究室
の慣例の習熟に努めている日々を過ごしてい

ますが、今後自身の研究がリポタンパク質代
謝研究の飛躍につながればと考えています。
当研究室は国際色豊かで、アメリカ人、ロ
シア人、イタリア人などが在籍し、写真の通
り、大所帯の方だと思います（撮影時は夏季
休暇をとっていたスタッフが数人居ます）。
今の時期はサマースチューデントも受け入れ
ているので活気もあります。ちなみに日本人
は私一人です。Dr. Remaleyもスタッフも、
例外無く優しく接してくれており、いつも励
まされます。また、日本では考えられません
が、ラボでは名前で呼び合っています。初日
から「Toshi」と呼ばれ、さらには私も含め
てスタッフのほとんどがボスの事を「Alan」
と呼んでいます。とてもラボ内の雰囲気がよ
いのは前評判どおりで、ほっとしている所
です。
生活のセットアップの方もお陰様で順調
に進んでいます。同じアパートで、他部門
のNIHの先生方に多くの援助をいただきまし
た。またNIHの日本人研究者との交流機会は
多く、様々な分野の研究のお話は刺激的で、
後の財産になると感じています。
まだまだ研究留学生活の序章にすぎませ
ん。これから有意義な留学生活を送れるよう
に助成を最大限に有効活用させて頂きたいと
存じます。

週一回のラボミーティング
にて。右から二番目のAlan
はNIHの制服を着ています。
私は写真中央、現在ラボ唯
一のアジア人。

NIH留学体験記　～序章～
櫻井　俊宏
National Institute of Health, Maryland, USA
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カーレンベルクの展望台にて妻子とともに。ウィーン市内が一望できる。

ウィーン留学
白石　裕士
Institute of Molecular Biotechnology, Vienna, Austria

2012年7月よりオーストリア・ウィーンで
の生活が始まり、1年が経ちました。ウィー
ンは多くの方がご存知のとおり、音楽の都で
あり多くのコンサートやオペラを鑑賞するこ
とができます。また、中世ヨーロッパの歴史
ある建造物や美術品を日常的に楽しむ事がで
きます。住んでいる地域は治安が良く、夜中
でも研究所から歩いて帰ることができます。
また公園が多く、街の人々も施設も子供に優
しく、育児にも最適な環境で非常に住みやす
い都市です。一方で、休日はほとんどの店が
閉まってしまい、日本には無い不便さも楽し
めます。
私 が 所 属 す る Institute of Molecular 
Biotechnology（IMBA）は、Campus Vienna 
Biocenter内にあり、先日設立10周年を迎え
ました。Campus Vienna Biocenterは複数の
生物医学系の企業やIMPやGMI、MFPLなど
の研究所が集まっており、合同でセミナー等
が頻繁に行なわれているため、非常に多くの
刺激を受ける事ができます。研究所は、効率
よく実験ができる環境が整っており、我々は

研究に専念することができます。
私のボスであるJosef Penninger教授は研究
所の所長でもあり、いつも忙しそうにしてい
ますが、空いた時間に実験室に来ては思いも
よらない実験アイデアを話してくれます。ま
た、現在研究室に在籍している日本人は私ひ
とりだけですが、過去何人もの日本人が在
籍していたため、日本人の事をよく理解して
くれており、私のたどたどしい英語でもきち
んと聞き取ろうとしてくれます。Penninger
教授の部屋には“だるま”が置いてあり、日
本に出張した際には日本人ポスドクのために
“だるま”をお土産として買って来てくれる
そうです。「結果を出せ」という意味でしょ
うか。私も“だるま”に目を入れられるよう
に、引き続き研究に没頭したいと思います。
初めは、慣れない海外生活の不安とウィー
ンの全てがゆっくりな生活ペースに戸惑いま
したが、今は研究生活を楽しめています。本
当に留学を諦めずにいて良かったと思いま
す。最後に、研究留学の補助を頂きました貴
財団に心より御礼申し上げます。

研究テーマ：非免疫細胞による免疫反応の制御機構に関する解析
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このたび、アステラス病態代謝研究会研究助
成を頂き、心から感謝しております。多くの申
請者の中から助成対象者として選ばれ、大変光
栄に思いますとともに、財団の方々、選考委員
の先生方に心から御礼申し上げます。
私は、2012年9月から、デンマークのコペンハー
ゲン大学Hvidovre病院、Danish Research Centre 
for Magnetic Resonance（DRCMR）に研究留学
をしています。DRCMRには、Preclinical study, 
aging & dementia, decision neuroscience, control of 
action, brain maturationなどの様々な研究グルー
プがあり、基礎から臨床研究まで幅広く行われ
ており、多くの施設との共同研究も積極的です。
研究室は、外国人とデンマーク人が入り混じっ
た、internationalです。また、上下関係がない文
化であり、フレンドリーで居心地のよい環境の
中で、とても充実した生活を送っております。
また、カンファレンスや招待講演などでプレゼ
ンテーションを聞く機会も多くあり、大変刺激
になっています。
デンマークは、世界で一番幸せな国として、

また福祉が充実していることで有名です。公共

機関で乳母車をひいた方を見かけない日はあり
ません。男性が育休をとることは普通ですし、
本当の意味で男女平等の社会だと感じます。貧
富の差もほとんどなく、どこにでも自転車でで
かける大変健康的なデンマークの生活には、い
わゆる派手さやきらびやかさはないですが、真
の意味で豊かさを感じます。和む、ほっこりす
るといった感覚のことを指す‘Hygge’（ヒュッ
ゲ）というデンマーク語があり、デンマーク人
はこのHyggeをとても大切にしているそうです。
デンマークの冬は長くて寒く日照時間も短く、
気が沈みがちです。そんな時は、ろうそくの灯
りとぬくもりのある家具に囲まれて、親しい友
人や家族と楽しい団らんを過ごします。夏には、
夜10、11時くらいまで明るいので、貴重な時間
を楽しんでいるようです。私も、デンマークの
初めての夏を楽しんでいるところです。
このように、デンマークならではの生活、文
化に触れながら、常に新しい発見や学びがあり、
充実した刺激的な日々を過ごしております。こ
のような機会を与えて下さったことに心から感
謝し、研究に精進していきたいと思います。

研究テーマ：非侵襲的脳刺激法の効果を機能的MRIで解明する

所属しているcontrol of Action
（ContAct）groupのretreat時の
集合写真です。
筆者は中段の右から3番目。

デンマーク留学記
新藤　悠子
Copenhagen University Hospital Hvidovre, Hvidovre, Denmark
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まず、この度は貴財団の海外留学補助金
に採択していただきましたこと、心より感
謝申し上げます。誠に光栄であり、誇りに感
じるとともに、頂いた機会を存分に活かすべ
く、身の引き締まる思いです。私は平成24年
9月から、カリフォルニア州サンディエゴ郊
外のラホヤに位置するソーク研究所、Juan 
Carlos研究室にて、リサーチアソシエイトと
して研究に励んでいます。Juan Carlos研究
室はこれまで、生物の発生分野において優れ
た研究を行っており、近年ではES細胞やiPS
細胞を用いたin vitroにおける病気モデルの
開発やそれらとジーンターゲッティング技
術を組み合わせた細胞修復の技術について傑
出した報告を続けています。そのような先端
技術を学ぶ機会を得たことはとても幸福なこ
とであると感じながら、実験に勤しんでいま
す。さらに、ふと外を見れば、眼下にはラホ

ヤの美しい海が広がっており、感慨もひとし
おです。アメリカに来てから、早10ヶ月が経
とうとしています。アメリカでの生活にもだ
いぶ慣れ快適に過ごしており、仕事の面でも
下手な英語を恥ずかしげもなく口にするよう
になってきました（少しは恥じるべきだとも
思う）。今は、こちらでの研究を論文報告と
いう形でまとめるのが、目下の目標です。
申請から交付決定までが迅速で、留学を先
に開始していても応募できるところが、貴財
団の留学補助金の素晴らしいところでありま
す。これからも多くの方が貴財団に支えられ
留学の機会を得られることを願っています。
末筆になりましたが、このような機会を頂
きまして、選考委員の先生方、アステラス病
態代謝研究会の事務局の皆様に、改めて深謝
いたします。

研究テーマ：脱分化における老化リセッティング機構の解明

ラボピクニックにて。最前列の、一番右がJuan Carlos教授、左から2番目が筆者。

ソーク研究所に留学して
高橋　悠太
Salk Institute, California, USA
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世界への挑戦！ハーバード留学体験記
根本　泰宏
Harvard Medical School, Massachusetts, USA

研究テーマ：生体内ライブイメージングによる粘膜免疫機構の解析

この度は貴財団より研究留学助成をいた
だき大変感謝しております。私は2004年に東
京医科歯科大学消化器内科の大学院博士課程
に入学し、2007年に医学博士号を取得、以後
2013年3月まで、同教室において炎症性腸疾患
の病態解明および新規治療法の解明を目指し
て粘膜免疫の観点から研究を行ってきました。
非常に恵まれた環境で研究をさせていただき、
忙しくも充実した日々を送っていましたが、
もう一歩大きく前進して独立した研究者とな
るには、全く異なる環境での研究“海外留学”
が必要であると考えました。幸運なことに憧
れていたHarvard Medical Schoolの免疫学教
室、von Andrian Labに受け入れていただき、
2013年4月からボストンでの新生活をスタート
しました。
ボストンは都市の利便性と美しい自然、ヨー

ロッパを思わせる美しい町並みを合わせ持つ
アメリカ合衆国の古都であり、数多くの大学、
研究所、病院が存在する教育と医療の町とし
ても有名です。特に春から初夏にかけての景
色は素晴らしく、多くの観光客が訪れます。
念願の海外留学であり、最初から全速力で

実験を開始する予定でしたが、日本より遥か

に煩雑な手続きがありなかなか実験が始めら
れませんでした。またこちらでは住宅、医療、
教育に非常に多くのお金がかかり、改めて日
本という国のありがたさを実感しました。
しかし数々の煩悩もvon Andrian教授のプ
レゼンテーションを聞いてすべて吹き飛んで
しまいました。スケールが大きくビジョンが
あり、自分はここで必ず成長できると確信し
ました。von Andrian Labは2光子共焦点顕微
鏡を用いた生体内ライブイメージングの先駆
け的研究室であり、ドイツ、オランダ、スペ
イン、オーストリア、ロシア、中国と世界中
から研究者が集まって来ています。現在von 
Andrian教授を筆頭に講師１名、ポスドク11
名、大学院生2名の教室です。同僚のポスドク
達は非常に優秀で全員が大きなプロジェクト
を手がけています。私も最近ようやく自分の
プロジェクトを始めることができました。
これから3年間まだまだ多くの困難がある
と思いますが、良い成果をご報告できるよう、
精一杯努力したいと思います。最後になりま
したがこのような機会を与えてくださった貴
財団、選考委員の先生方に心より御礼申し上
げます。
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この度、貴財団より海外留学補助金を賜
りまして、念願であったイタリアのパドヴァ
大学での研究留学を開始することができまし
た。アステラス病態代謝研究会の関係者の皆
様ならびに選考委員の先生方に心より御礼申
し上げます。徐々にではありますが、当地で
の生活にも慣れ、ラボでの実験系も整いつつ
あります。
さて、皆様はイタリア人にどのようなイ

メージをお持ちでしょうか？恥ずかしながら
私はパドヴァに来るまで、メディアで植え付
けられた「陽気」「細かいことにこだわらな
い」「自由奔放」「オシャレ」「口達者」など
といったステレオタイプなイメージを持って
いました。それゆえ実験もさぞ大雑把なもの
だろうと考えていましたが、現実にはその真
逆で、ピッコロ教授の強力なリーダーシップ
のもと、壮大かつ綿密な計画の中で非常に精
巧な実験系を組み立てて、どの同僚も至極マ
ジメに黙々と実験しているのです！考えてみ
れば失礼な思い込みであったなと反省してい
ます。ただし、ボスが出張などでラボにこな
いとわかっている時には、朝来てすぐにみん
なでコーヒーブレイクに行ったり、歌いなが
ら実験したり（カンツォーネの国ですから）、
ランチ後に集団でジェラートを食べに外出し
たりと、とにかくのびのびとしていますので、
本質はあながち間違っていないのかも知れま
せん。
今回の留学の主目的が研究課題の遂行であ

ることは言うまでもありませんが、ピッコロ
教授の研究に対する取り組み方や思考方法を
間近で学ぶことも同様に重要であると考えて
おります。なぜ継続してハイインパクトな論
文を書き続けられるのか、こちらに来てまだ
あまり時間が経っていませんが何となくその

理由がわかりつつあるように感じています。
彼や同僚の研究仲間から少しでも多くのこと
を吸収し、帰国後の研究生活の糧となるよう
な充実した留学にしたいと思います。
追伸：本日2度目の停電の中、冷房の全く
効かないラボで本稿に追伸しています。また
RT-PCRを最初からやり直しです。イタリア
での生活はとかく忍耐力が必要です。日本の
ラボ環境のなんと恵まれていたことか‼

研究テーマ：Hippoシグナル経路によるES細胞の分化制御機構

イタリア　この不思議で魅力的な国と人々
藤村　篤史
University of Padua, Italｙ

ピッコロ教授と
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私は博士課程での研究を基に、細胞運動及
び細胞極性の分野における最大のテーマに挑
戦し、世界レベルでも通じる研究者になりた
くアメリカへの留学を決め、現在ウイスコン
シン大学でポスドクをしています。ポスドク
として働き始めて10ヶ月位経ちますが、アメ
リカと日本で研究するいい面がそれぞれ見え
てきた頃です。
まず、アメリカではラボ内外での共同研究

が多いことを感じました。私自身もラボ外の
人と共同研究をしておりますが、グループの
人どうしの情報交換が盛んで効率良く今後の
研究の方向性が決まることが多いです。アメ
リカ人のコミュニケーション力の高さが故だ
と思います。今回の共同研究を通して、議論
についていけるように先を読んで実験を計画
する力と自分の実験の意義や発展性を考える
力がついたと感じます。また、研究がスムー
ズに進むには人間力とリーダーシップも問わ
れていることも感じました。
それと、アメリカは自主性のかなり問われ

る所だと思います。教授は大きな方向性を指
示したり、次にするべき実験を提案したりし
ます。しかし、相手が院生であろうとポスド
クであろうと、教授や先輩達が、オリジナリ
ティーの高い研究への具体的な進め方、説得
力のあるデータの取り方を手取り足取り教え
てくれる訳ではありません。アメリカで建設
的なディスカッションが成り立つには、博士
課程での基礎作りが重要であることを感じま
す。日本で受けた教育によって私の研究者と
しての土台が築かれたことを海外に出て痛感
しており、改めて感謝しているところです。
アメリカは自分のアイディアを持って意志
さえあればどんな人にでも 門戸が開けてい
る所だと感じます。 ポスドクでの研究を通
して、研究者として進むべき次の方向性を更
に絞って、自分のニッチを築いていきたいと
思います 。この思いを後押しして下さった
アステラス病態代謝研究会及び日本でお世話
になった先生方に深謝致します。

研究テーマ：極性制御因子PAR1bによる好中球の細胞極性制御

現在働いているウイスコンシン大学の研究棟

Where there is a will,
there is a way
山橋　幸恵
University of Wisconsin-Madison, Wisconsin, USA




